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名
、
フ
リ
ガ
ナ
、
住
所
、
電
話

番
号
、
性
別
、
年
齢
、
応
募
部

門
の
別
〕

【
応
募
部
門
・
賞
】

〔
小
学
生
の
部
〕

最
優
秀
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２

作
品

〔
中
学
生
の
部
〕

最
優
秀
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２

作
品

〔
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上)



最
優
秀
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２

作
品

【
入
賞
作
品
の
発
表
・
使
用
】

入
賞
作
品
は
決
定
次
第
、
ご

本
人
に
直
接
通
知
す
る
と
と
も

に
、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
発
表
し
、
「
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
」
の
推
進
に
幅
広
く

活
用
さ
れ
る
。

【
表
彰
】

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
期

間
中
に
国
土
交
通
省
か
ら
賞
状

及
び
楯
を
贈
呈
。

【
主
催
】

国
土
交
通
省

【
テ
ー
マ
】

道
路
は
、
生
活
の
向
上

と
経
済
の
発
展
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
国
民
共
有

の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財

産
で
す
。
み
ん
な
が
道
路

と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、

常
に
広
く
、
美
し
く
、
安

全
に
、
共
に
楽
し
く
利
用

し
、
次
世
代
に
受
け
継
い

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
応
募
資
格
】

小
学
生
以
上

【
応
募
期
間
】

平
成
29
年
３
月
31
日(

金)

ま
で
（
当
日
必
着
）

【
応
募
方
法
】

は
が
き
又
は
電
子
メ
ー
ル

【
記
載
事
項
】

標
語
と
必
要
事
項
〔
氏

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８

月
を
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

と
し
て
、
道
路
の
愛
護
活
動
や

道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
等

の
各
種
活
動
の
推
進
に
努
め
て

い
る
が
、
こ
の
一
環
と
し
て
、

平
成
29
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
推
進
標
語
を
広
く
一
般

か
ら
募
集
す
る
。

道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活

や
経
済
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
公
共
施
設
だ

が
、
あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
た
め
、
そ
の
重
要
性
が

見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
推
進
標
語
の

募
集
を
通
じ
て
、
道
路
の
役
割

や
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

ア
ク
セ
ス
向
上

病
院
前
救
急
診
療
の
医
療
体

制
と
し
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

運
行
し
て
い
る
が
、
夜
間
や
悪

天
候
時
な
ど
、
ヘ
リ
で
対
応
で

き
な
い
場
合
に
ド
ク
タ
ー
カ
ー

が
補
完
し
て
い
る
。

地
域
に
よ
る
医
療
体
制
の
確

保
お
よ
び
既
存
の
道
路
網
と
豊

岡
病
院
を
直
結
す
る
北
近
畿
豊

岡
自
動
車
道
の
全
線
開
通
時
に

は
、
救
急
搬
送
時
間
の
短
縮
に

よ
り
、
30
分
圏
域
人
口
カ
バ
ー

率
が
拡
大
す
る
。

◇
企
業
立
地
へ
の
支
援

八
鹿
日
高
道
路
の
整
備
に
よ

り
、
さ
ら
に
時
間
短
縮
が
図
ら

れ
る
な
ど
利
便
性
が
高
ま
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
、
企
業
立

地
へ
の
支
援
が
期
待
さ
れ
る
。

【
開
通
日
】

平
成
29
年
３
月
25
日
（
土
）

【
開
通
区
間
】

国
道
４
８
３
号

八
鹿
日
高
道

路
（
日
高
神
鍋
高
原
Ｉ
Ｃ
～
八

鹿
氷
ノ
山
Ｉ
Ｃ
）
／
延
長
９
．

７
㎞

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
は
、

豊
岡
市
か
ら
丹
波
市
に
至
る
延

長
約
70
㎞
の
高
規
格
幹
線
道
路

で
あ
り
、
兵
庫
県
北
部
の
但
馬

地
域
と
丹
波
地
域
の
連
携
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
舞
鶴
若
狭

自
動
車
道
等
を
介
し
て
京
阪
神

都
市
圏
と
直
結
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
を
支
援
す
る
自

動
車
専
用
道
路
で
あ
る
。

【
開
通
効
果
】

◇
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
北
近

畿
豊
岡
自
動
車
道
は
約
８
割
が

開
通
し
、
地
域
間
の
ア
ク
セ
ス

性
向
上
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
地

域
活
性
化
へ
の
支
援
が
期
待
さ

れ
る
。

◇
観
光
振
興
へ
の
支
援

但
馬
地
域
に
は
「
城
崎
温

泉
」
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

目
玉
観
光
資
源
が
存
在
し
て
お

り
、
八
鹿
日
高
道
路
の
開
通
に

よ
り
利
便
性
が
向
上
し
、
但
馬

地
域
内
の
周
遊
観
光
活
性
化
へ

の
支
援
が
期
待
さ
れ
る
。

◇
第
３
次
救
急
医
療
機
関
へ
の

国
道
４
８
３
号

八
鹿
日
高

道
路
の
日
高
神
鍋
高
原
Ｉ
Ｃ
～

八
鹿
氷
ノ
山
Ｉ
Ｃ
が
３
月
25
日

（
土
）
に
開
通
す
る
。

【
開
通
効
果
】

◇
生
産
性
の
向
上
・
雇
用
の
創

出
上
武
道
路
沿
線
の
前
橋
市
、

伊
勢
崎
市
、
太
田
市
で
は
多
く

の
工
業
団
地
が
整
備
さ
れ
、
現

在
も
新
た
な
工
業
団
地
の
整
備

や
既
存
企
業
の
設
備
投
資
な
ど

安
定
し
た
民
間
投
資
が
継
続

し
、
生
産
量
の
拡
大
や
地
場
雇

用
の
増
加
に
貢
献
す
る
。

【
開
通
日
】

平
成
29
年
３
月
19
日
（
日
）

【
開
通
区
間
】

国
道
17
号

上
武
道
路
（(

主)

前
橋
赤
城
線
～
国
道
17
号
田
口

町
南
交
差
点
）
／
延
長
３
．
５

㎞

国
道
17
号

上
武
道
路
の

(

主)

前
橋
赤
城
線
～
国
道
17
号

田
口
町
南
交
差
点
が3

月
19
日

（
日
）
に
開
通
す
る
。

上
武
道
路
は
、
埼
玉
県
熊
谷

市
西
別
府
か
ら
群
馬
県
前
橋
市

田
口
町
ま
で
の
道
路
で
あ
り
、

地
域
高
規
格
道
路
「
熊
谷
渋
川

連
絡
道
路
」
の
一
部
区
間
と
な

る
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
で
あ

る
。昭

和
45
年
度
か
ら
順
次
事
業

化
し
、
現
在
は
、
深
谷
バ
イ
パ

ス
か
ら
（
主
）
前
橋
赤
城
線
ま

で
の
37
．
０
㎞
区
間
が
開
通
し

て
い
る
。
今
回
の
開
通
に
よ
り

延
長
40
．
５
㎞
の
全
線
が
開
通

す
る
。

る
と
と
も
に
、
札
幌
・
旭
川
か

ら
北
見
へ
の
安
定
し
た
血
液
供

給
が
期
待
さ
れ
る
。

【
開
通
日
】

平
成
29
年
３
月
19
日
（
日
）

【
開
通
区
間
】

旭
川
・
紋
別
自
動
車
道
（
丸
瀬

布
Ｉ
Ｃ
～
遠
軽
瀬
戸
瀬
Ｉ
Ｃ
）

／
延
長
11
．
２
㎞

よ
り
、
更
な
る
観
光
入
込
客
数

の
増
加
や
地
域
観
光
産
業
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

◇
高
次
医
療
施
設
へ
の
救
急
搬

送
の
速
達
性
・
安
定
性
が
向
上

旭
川
・
紋
別
自
動
車
道
は
、

遠
軽
町
と
旭
川
市
を
結
ん
で
お

り
、
周
辺
市
町
村
か
ら
高
次
医

療
施
設
へ
の
救
急
搬
送
の
速
達

性
・
安
定
性
向
上
が
期
待
さ
れ

よ
り
広
域
周
遊
観
光
を
促
進

広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
に
認

定
さ
れ
た
「
ひ
が
し
北
海
道
」

の
観
光
地
間
の
周
遊
性
向
上
に

(
日)

に
開
通
す
る
。

旭
川
・
紋
別
自
動
車
道
は
、

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
に

よ
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
と
道
央

圏
・
道
北
圏
と
の
連
絡
機
能
を

強
化
し
、
地
域
間
交
流
の
活
性

化
及
び
物
流
効
率
化
を
図
る
、

延
長
約
１
３
０
㎞
の
自
動
車
専

用
道
路
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
の
開
通
区
間
に

お
い
て
、
北
海
道
で
初
め
て
高

速
道
路
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
標
識
が

設
置
さ
れ
る
。

【
整
備
効
果
】

◇
オ
ホ
ー
ツ
ク
か
ら
出
荷
さ
れ

る
水
産
品
の
輸
送
効
率
化

全
国
の
漁
獲
量
の
約
３
割
を

占
め
る
「
ホ
タ
テ
」
輸
送
の
速

達
性
の
高
い
輸
送
ル
ー
ト
が
確

立
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
水
産

物
の
生
産
性
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。

◇
道
央
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に

網
走
開
発
建
設
部
が
整
備
を

進
め
て
い
る
旭
川
・
紋
別
自
動

車
道
の
う
ち
、
丸
瀬
布
Ｉ
Ｃ
～

遠
軽
瀬
戸
瀬
Ｉ
Ｃ
が
３
月
19
日

学
識
経
験
者
等
の
第
三
者
か
ら

構
成
さ
れ
る
委
員
会
等
の
意
見

も
聴
き
、
評
価
結
果
を
と
り
ま

と
め
る
予
定
で
あ
る
。

見
聴
取
を
開
始
し
、
新
規
事
業

採
択
時
評
価
の
手
続
き
に
着
手

し
た
。

今
後
、
都
道
府
県
等
の
他
に

国
土
交
通
省
で
は
、
公
共
事

業
の
効
率
性
及
び
そ
の
実
施
過

程
の
透
明
性
の
一
層
の
向
上
を

図
る
た
め
、
新
規
事
業
採
択
時

評
価
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

今
般
、
平
成
29
年
度
予
算
に

向
け
て
、
新
規
事
業
候
補
箇
所

に
つ
い
て
、
地
方
負
担
の
負
担

者
で
あ
る
都
道
府
県
等
へ
の
意

【道路事業】

事業名

一般国道13号 （東北中央自動車道）真室川雄勝道路

一般国道９号 （山陰自動車道）北条道路

一般国道56号 （四国横断自動車道）佐賀大方道路

一般国道36号 白老拡幅

一般国道４号 金ケ崎拡幅

一般国道357号 湾岸千葉地区改良（蘇我地区）

一般国道20号 日野バイパス（延伸）Ⅱ期

都道府県等

秋田県・山形県

鳥取県

高知県

北海道

岩手県

千葉市

東京都

３
月

日(

金)

ま
で

国道483号 八鹿日高道路位置図

平成年４月６日(木)～４月日(土)平成年４月６日(木)～４月日(土)

４月日(月)は｢交通事故死ゼロを目指す日｣です４月日(月)は｢交通事故死ゼロを目指す日｣です 春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動

詳しくは:／／／／／01000793

旭川・紋別自動車道位置図

国道号 上武道路位置図

第568号 （第 3種郵便物認可） 道 路 ニ ュ ー ス （平成２９年３月号） 平成２９年３月１５日 （ 2）


